
国立市立国立第五小学校

A　身に付いた児童が、８０％以上

B  身に付いた児童が、６５％以上～８０％未満

C　身に付いた児童の増加が６５％未満

A　音声言語によって発言できている児童が70％以上
　　自分の考えを伝えられたと感じている児童が70％以上

B　音声言語によって発言できている児童が50～70％
　　自分の考えを伝えられたと感じている児童が50～70％

C　音声言語によって発言できている児童が50％未満
　　自分の考えを伝えられたと感じている児童が50％未満

A　国語・算数の平均正答率が、ぞれぞれ85％以上

B　国語・算数の平均正答率が、それぞれ80％以上

C　国語・算数の平均正答率のいずれかが80％未満

A　教師設定基準を達成した児童が１０％以上の増加

B　教師設定基準を達成した児童が５～１０％増加

C　教師設定基準を達成した児童が１５％未満の増加

Ａ　いじめられている児童が０％

Ｂ　いじめられている児童が１～１５％

Ｃ　いじめられている児童が１５％以上

Ａ　自己受容評価1点台の児童が0％

Ｂ　自己受容評価1点台の児童が１～15％

Ｃ　自己受容評価1点台の児童が15％以上

Ａ　９５％の児童が身についている。

Ｂ　90％の児童が身についている。

Ｃ　身についている児童が90％未満

A　休み時間に外遊びをする児童が８５％以上

B　休み時間に外遊びをする児童８０％以上

C　休み時間に外遊びをする児童８０％未満

A　給食を自分で食べきることができる量
     に調節し、完食する児童が８５％

B　給食を自分で食べきることができる量
     に調節し、完食する児童が８０％以上

C　給食を自分で食べきることができる量
    に調節し、完食する児童が８０％未満
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○年間１２回、木曜日の中休みにﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑを設定し、クラスごとに、体力向上を図る
ための運動に、順次取り組ませる。
○体育委員会による「ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟｲﾍﾞﾝﾄ」を学期に１回以上開催し、体力向上を図った運動
を、ゲーム感覚で楽しみながら行う。
○各クラスで１年間を通して行える体育的活動を「一学級一実践」として、設定する。
○持久力を高めるために、「くにごステップス」をﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟﾀｲﾑ前に取り入れる。
○保健だよりにて、早寝早起き朝ごはんなどの大切さを伝え、保護者への意欲啓発を行
う。
○中休み、昼休みのどちらかは外遊びをさせるようにする。
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○基礎的な
体力の向上
（③）

○心身の健
康づくりに
努力する児
童の育成
（③）

○保健給食委員会や校長講話等で食の大切さについて話し、残菜減量についての意識啓発
する。
○給食指導目標を基に、各学級で声かけをし、残菜減量に向け声かけをする。
○食育月間で、発達段階に応じた食育指導を行う。
○児童の実態に応じた残菜減量のための活動を保健・給食委員会で取り組んでいく。

⑨基礎的な体力の向上に努める児
童を育成する。

⑩■好き嫌いをしないで、バラン
スのとれた食生活(給食)を送れる
児童を育成する。
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分析成果指標
学校
教育
目標

中期経営目
標(カッコ
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営方針の番

号）

◇　専科教員を含め全教員で取り組む　　　■　全教員で取り組むが成果確認は担任が行う　　無印　担任が取り組む
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○教員の指
導力向上
（②）

国語
81.0%

算数
71.4%
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○自己肯定
感をもち、
他人も大切
にする児童
の育成
（①）

○社会の一
員であると
いう自覚と
規範意識を
もった児童
の育成
（⑤）

○年3回「ふれあい月間(いじめ防止)アンケート」を実施し、聞き取りを丁寧に行い、全職
員で未然防止・早期発見に努める。
○人権月間に、ビデオ・ＤＶＤ教材を活用し、自分や他の命を大切にしようとする児童の
態度を育む。
○5年全員とスクールカウンセラーの面談・給食交流を実施する。また、年度当初に「心の
アンケート」を実施し、児童理解に努めるなど、相談しやすい環境を整える。
○「わたしの行動宣言」を各学級で話し合い、いじめのない学級にしようとする態度を育
む。

⑤◇相手に対する思いやりと親切
心をもたせ、いじめや不登校のな
い学校をつくる。

⑥◇自分を大切にし、自分に自信
がもてる児童を育成する

○「自尊感情アンケート」を実施し、結果をもとに個々にあった自信のもたせ方を教職員
全員で共有する。また、「道徳」の時間を中心に、自尊感情や自己肯定感を育む。
○児童の表現活動(文章・発表・作品・演奏・身体等)を交流する場を設け、友達の良さを伝
え認め合い、互いを大切にしようとする態度を育む。
○日頃から、保護者と密に連絡を取り合い、児童の良さやつまずきを共有し、児童に自信
をもたせるようにする。

⑧◇すれ違った先生や外部の方
に、適切な（明確な声・一度あい
さつした人には黙礼など）挨拶が
できる児童を育成する。

○各学級で年間として取り組む「あいさつ宣言」を決め、めあてを明確化して進んであい
さつをする児童の育成に努める。
○6年生のあいさつ当番活動を活発にし、全校児童の手本となるように育む。
○相手に聞こえる声で、はっきりとした言葉であいさつをしたり、黙礼したり、場に応じ
たあいさつができるよう育む。

④◇算数科を中心として問題解決
型の学習指導を行い、「自分の考
えを発表できる児童を育成する」
【低学年】、「多様な考えを説明
できる児童を育成する」【中学
年】、「問題に合った考えを選べ
る児童を育成する」【高学年】、
「自分の考えを伝えられる児童を
育成する」【専科・つくし】

○　考えを形成するために必要な基礎的・基本的な指導事項の定着を図る。
○　児童が主体的に学ぶことができるように、活動の見通しや結果の見通し、方法の見通
しをもたせる手立てを授業に取り入れる。
○　対話を通して、学びを広げ深めることができるように、発達段階や習熟の度合いに応
じた、考えを伝え合う場を設定する。
○　児童同士の考えを比較検討する場を設定し、共通点や相違点に着目させる中で、問題
の解決に最も効率的な考え方について検討する授業を計画する。
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○　話型を各学級で掲示し、返事から発言の最後まで、はっきりと話すことができるよう
指導していくとともに、教師が最後まで聞く。
○　学年の発達段階に応じて、話型を増やしていくとともに自身の考えを適切に表現でき
るように指導する。
○　教員が返事をする見本を示すとともに、全校朝会等で呼名された際に返事をするよう
各学級において指導行うとともに、返事をした児童を称賛し、行動の価値付けを行う。

○　考えを形成するために必要な基礎的・基本的な指導事項の定着を図る。
○　発問を工夫し、全員が挙手できるような場面を授業に取り入れるとともに、児童が考
えるための時間を十分に確保できるような授業計画を行う。
○　児童の発言を教師が価値付けすることで、児童が発言したことに対する達成感をもつ
ことができるようにする。
○　発達段階に応じた基礎的な話し方に従って、話すことができるように国語科を中心に
指導を行う。
○　児童がお互いの意見を傾聴する態度を育成する。

○　ベーシックドリル等を活用しながら、前学年までに配当されている漢字の読み書き、
計算の練習をさせる。
○　漢字の読み・筆順・熟語の確認・繰り返し書き取り練習を毎日取り入れ継続する。
○　算数科において、習熟度学習を進める中で、基礎的・基本的な計算の仕方を定着させ
る。

①◇返事をし、「です」「ます」
「思います」「からです」など、
語尾までしっかりと言うことので
きる児童を育成する。

②◇自分の考えをもち、それを
はっきりと伝えることのできる児
童を育成する。

③学年配当の漢字の読み書きと基
本的な計算の仕方を身に付けた児
童を育成する。
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・残菜減量指導（完食指導）の是非に
ついて、完食することは、給食指導や
望ましい食生活のを身に付ける一つの
手段なのでそこにだけ焦点を当てるの
はどうか。

・継続的にベーシックドリルを活用するとともに、日常
の授業で既習事項を活用する授業を計画することで、既
習事項の定着を図る。

教員の評価、児童の自己評価ともに増加に
あるが、自己評価ではほとんどの学年で、
考えをもっている割合と比べて評価が下
がっている。また、教員の見取と児童意識
の差が大きい。自分の考えをもっている
が、発言できない児童がいる。

国語、算数ともに、前回と比べて上昇して
いる学年と下降している学年があり、学年
による差が見られた。

指導を継続していくことで返事をし、語尾
まで話すことができた児童が増えた。特
に、低学年での増加は大きい。今年度の取
組として、話型の指導、教師による見本、
全体の場での指導も効果があった。

もぐもぐタイム（５分間静かに食べる）こ
とで食べることに集中することができた。
完食率チェックをすることでクラスで残さ
ず食べることを意識するようになった。９
０％の完食率が維持できている。

いじめの認知件数は、全児童３８９名中、
5月60件（15％）、11月58件
（15％）、2月89件（22％）という結
果であった。いじめの定義も変わり、軽微
な事案も全てカウントするようになった。

・児童の成長と共に、自分を客観視し、自
分に厳しくなっている傾向がある。
・5月に1点台の児童の半数が2月にも1点
台であり、自己受容はなかなか上がりにく
い傾向がある。

「中休み、昼休みどちらかは外遊びをす
る」という約束が定着してきた。
一学級一実践において各クラスでクラス遊
びをするクラスが増え、全体的に外に出る
児童が増えた。

あいさつができていた児童の割合は８８％
であった。低、中、高学年別に見れば、中
学年が７９％とやや低くなっている。

ノート分析の結果、３～５年生にかけて、
また、レベル２の児童が減っている。

【ノート分析の視点】
レベル０：考え方の記述なし
レベル１：計算のみ、答えのみが示されて
いる　
レベル２：答えを出した過程が記されてい
る、計算の仕方が分かるように示されてい
る、根拠として図や言葉による説明が示さ
れている。　

・外遊びするように、担任から前向きに声掛けをしてい
く。また、クラス遊び等、意図的な遊びを計画させ、児
童相互やじどうと教師との交流が図られるようにする。
・８５％を目標として、外遊びを通して基礎体力づくり
に取り組む。（PUTやPUE）

・「いただきます」の前に、食べきれる量にするように
声掛けをしていく。

学校評議員会改善策

・計算処理の意味を理解させていくことで、その後の数
学的思考力を伸ばしていきたい。

・生活指導全体会で教員研修を行い、全教職員が同じ認
識で児童に「いじめとは、どんな事か」指導を行い、児
童自らいじめをしない態度を育てる。具体的な取組とし
て、道徳の授業やたてわり交流活動の充実、ソーシャル
スキルトレーニング等を実施する。
・「わたしたちの行動宣言」を教室にも掲示し、いじめ
について考えるような環境を整える。

・自尊感情は、児童自ら上げる事は困難である。教職員
は、常に児童の様子を観察し、よい行いを褒め、自信を
持たせるように指導していく。
・年度早々のアンケート結果で、1点台の児童がいた場合
は、全教職員でアンケート結果を共有し、褒め励まし自
信をつけていくように指導を行う。

・発言する際に返事をし語尾まではっ
きり言える児童の育成については、学
年が上がるにつれて上がっている。発
言の際の表現方法を覚え活用できてい
るからだと思われる。継続的に指導を
重ね、発言のルールを定着させてほし
い。

・自分の考えをもち、それをはっきり
と伝えることのできる児童の育成につ
いては、教員の取組の自己評価と児童
意識の差がまだ、約13ポイントある。
考えを伝え合う活動を取り入れなが
ら、適切に価値付けをしていく必要が
ある。

・全体的にはいろいろな面で積み重ね
の成果は上がってきていると感じる。
・教師と子供の自己評価が違うこと
は、それだけしっかりと教師が取り組
んでいる結果であり、教師が厳しく見
ているということである。

・国立市のいじめの認知件数について
増加傾向にあるが、潜在していたもの
を顕在化させることで、早期対応及び
未然防止につながっている。
・世の中的には、いじめがないという
ことは考えづらい。軽微ないじめに対
応できる強さを身に付けてほしい。
・あいさつは家庭でのしつけや働きか
けが大きい面がある。
・いじりといじめの区別が難しい。学
校見守りボランティアとして、子ども
の顔や様子をよく見て、小さな変化を
見ている。
・調査結果を見て安心した。五小は外
国籍の子供が多いと聞いたので、様子
を聞かせてほしい。
・１年生に２人ベトナム国籍の子がい
る。日本語指導の時間をとって講師の
先生が教えている。日本語を聞くこと
には慣れてきている。
・今後、外国籍の児童が増えていく可
能性がある。これ以上増えていくとど
う対応していくか、五小だけでなく市
全体の課題となってくる。

・児童が発言している際に、教員が最後まで聞くととも
に、丁寧語で話せるように、今年度の取組を継続的に指
導していく。

・児童が十分考えられる時間を確保するとともに、根拠
をもって考えることができるような授業改善を行ってい
く。あわせて、自分の考えを相手に伝えることのできる
方策を探る。「自分から手を挙げて発言する」と「発言
内容」に分けて調査を行い、調査内容の精査を図る。
・次の３つの視点で授業改善を図る。①児童の発言意欲
を喚起する課題②基礎的・基本的な学習内容を活用③学
習内容と生活とのつながり

・代表委員会が中心となって取り組んでいる年間３回の
あいさつ運動や６年生が通年で行っているあいさつ当番
活動等の積み重ねで、あいさつについて意識させ、定着
を図る。


